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【背景・目的】

牛 群 の 繁殖 成 績 を 示す 指 標 とし て、「 初回 授精 日数 」、「 受胎 に要

し た 交 配 回 数 」、「 空 胎 日 数 」 あ る い は 「 分 娩 間 隔 」 な ど が 一 般 に

用いられる。いずれも有用な指標で はあるものの、繁殖成績を考え

る 際 、 こ れ ら が 反 映 し な い 情 報 に も 注 意 す る 必 要 が あ る 。 図 1に 示

すように初回授精日数、空胎日数お よび分娩間隔は分娩を起点に計

算されるため、分娩記録を持たない 若い牛の記録は含まれない。ま

た、分娩後発情が分からず授精でき ていない牛の記録は初回授精日

数に含まれず、授精できていても受 胎していない牛については空胎

日数や分娩間隔の記録には含まれな い。さらに、初回授精日数や空

胎期間の計算自体は授精を行った時 点あるいは受胎を確認した時点

で可能となるが、ある期間中の初回 授精日数や空胎期間となると、

その期間中に分娩があった牛の記録 のみを計算した数字を指すこと

も あ る 。 そ う な る と 最 低 で も 2回 の 分 娩 が な い 牛 の 記 録 は こ れ ら の

数字には含まれていないこととなる 。つまり、次世代を担う若い牛

や繁殖に問題のある牛の記録を含ま ずに、農場の繁殖成績が評価さ

れていることになる。そこで、これ ら従来の繁殖指標に加えて主に

欧米で乳牛の繁殖成績評価に用いら れている発情発見率および妊娠

率を算出し、自農場の繁殖成績を把握するための指導を行った。

【方法】管内黒毛和種繁殖農家の内 、授精記録等が当所で管理され

て お り 、 飼 養 す る 母 牛 頭 数 が 多 い 3農 家 （ A、 B、 C)を 指 導 対 象 と し

た。分娩後に子宮の回復等を目的に 発情を発見しても授精しない任

意 の 待 機 期 間 （ VW P） に つ い て 聞 き 取 り 調 査 を 行 い 、 平 均 初 回 授 精

日数と比較した。発情発見率および妊娠率の計算例を図 2に 示した。

計算例では 10月 31日 を 基 準日として 3発 情 周期（ 63日 ） 間 の牛 5頭 の

発情発見率および妊娠率について説 明する。まず、各期間における

各牛の分娩（ B） お よび授精（ AI+ま た は AI-） 記録 を入力した後に V

WP、 空 胎 （ O）、 妊 娠 （ P） の ス テ ー タ ス を 割 り 振 る 。 つ ぎ に 、 各 期

間中における授精すべき頭数、実際 に授精した頭数、妊娠に至った

頭数をカウントし発情発見率（授精 した頭数／授精すべき頭数）お

よび妊娠率（妊娠に至った頭数／授 精すべき頭数）を計算する。期

間中の発情発見率および妊娠率は各 期間の発情発見率および妊娠率

の分子の和を分母の和で除すること で算出される。同様にして各農

家における令和 3年 10月 31日 ま で の約 1年 間 の発情発見率および受胎

率 を 計 算 し た 。 そ の 際 、 育 成 牛 は 39 0日 齢 以 降 を 授 精 対 象 と し た 。

【結果と考察】聞き取り調査の結果 、農家 A、 B、 Cの VWPは い ずれも

50日 で あり農家 A、 B、 Cの 平均初回授精日数と VWPの 差はそれぞれ 20



日 、 3 4日 、 7 2日 で あ っ た （ 表 1）。 初 回 授 精 日 数 が 延 長 す る 原 因 に

ついて調査した結果、農家 Aは 牛 群の 高齢化、農家 Bは 牛 群の高齢化

と 給 与 飼 料 の 過 多 、 農 家 Cは 離 乳 の 遅 れ に よ る 発 情 の 不 明 瞭 化 が 考

えられたため改善点を指摘した。特に農家 B、Cに は VWPを 意識して、

積 極 的 に 繁 殖 治 療 を 行 う よ う に 指 導 し た 。 表 2に 各 農 家 の 繁 殖 成 績

を示した。農家 A、 B、 Cの 発情発見率は 50 %、 46 %、 31 %で あ った。

農 家 Aは 早 期 に 離 乳 し 人 工 哺 育 を 行 う た め 、 発 情 回 帰 が 明 瞭 に な る

こ と で 発 情 発 見 率 が 高 く な る こ と が 考 え ら れ た 。 農 家 A、 B、 Cの 妊

娠率は 23 %、 19 %、 19 %で あ り、受胎率は 45 %、 42 %、 61 %で あ っ

た 。 表 3は 妊 娠 率 の 早 見 表 で あ る 。 発 情 発 見 率 に 受 胎 率 を 乗 じ て 妊

娠率となるため、受胎率を低下させ ることなく発情発見率を向上さ

せることができれば妊娠率も向上す る。発情発見率および妊娠率は

算出のための記録も簡便で、各農家 が容易に算出できる。さらに分

娩記録を持たない若い牛や、長期不 受胎牛等の成績も含めることが

可能であるため、従来の繁殖指標よ りも現状を反映できると考えら

れる。今後は管内の他農家にも記録 の作成を促し、各農家が目標と

す る 発 情 発 見 率 お よ び 妊 娠 率 を 設 定 す る と と も に 、 3農 家 の 牛 群 に

ついて血液検査を行い、繁殖成績の改善指導に活用する予定である。
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図１ 従来の繁殖指標

若い牛、問題のある牛をデータに含まない

牛1 B VWP VWP
牛2 P B VWP
牛3 AI- O AI+
牛4 O O O
牛5 AI+ P P

発情
発見率

2 / 3 0 / 2 1 / 2

妊娠率 1 / 3 0 / 2 1 / 2

期間中の発情発見率 ( 2 + 0 + 1 ) / ( 3+ 2 + 2 ) = 3 / 7    43 %

期間中の妊娠率 ( 1 + 0 + 1 ) / ( 3+ 2 + 2 ) = 2 / 7    28 % 
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図２ 発情発見率と妊娠率の計算例

農家A 農家B 農家C

VWP 50日 50日 50日

平均初回授精日数 70日 84日 122日

差 20日 34日 72日

表１ VWPと初回授精日数

農家A 農家B 農家C

発情発見率 (%) 50 (55 / 109) 46  (36 / 78) 31  (28 / 90)

妊娠率 (%) 23 (25 / 109) 19 (15 / 78） 19  (17 / 90）

受胎率 (%) 45  (25 / 55） 42 (15 / 36) 61  (17 / 28)

表２ 繁殖成績

発情発見率 (%)

２０ ４０ ６０ ８０ １００

受
胎
率
(%)

２０ ４ ８ １２ １６ ２０

４０ ８ １６ ２４ ３２ ４０

６０ １２ ２４ ３６ ４８ ６０

８０ １６ ３２ ４８ ６４ ８０

１００ ２０ ４０ ６０ ８０ １００

発情発見率 × 受胎率 ＝ 妊娠率

表３ 妊娠率早見表


